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第 1 章 中間モニタリング調査の概要 

1-1 背景 

（社）海外環境協力センター（OECC）技術部会では、SATO ビレッジ構想展開計画に基づき平成20 年

度から「ラオスにおけるSATO ビレッジ構想」に基づく事業を開始した。この事業は、日本政府が提唱する

SATOYAMA イニシアティブを推進するOECC の独自事業であり、参加型学習行動法を基調とするラオス

北部の地方農村部を対象に企画した環境保全と農村開発の調和を図る社会生態学的生産ランドスケー

プ促進プロジェクトである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業が基本とするSATOYAMA イニシアティブとは、循環的に自然環境を利用しながら生態系サー

ビスを通じたさまざまな利益を持続的に享受する自然共生社会の具現化に向け、世界各地に存在する

伝統的な自然共生の知見と現代の技術を組み合わせ、自然資源の持続可能な管理と利用のための共

通理念を構築し、世界各地の自然共生社会の実現に活かしていく取組である。このイニシアティブは、

2008 年 5 月に神戸で開催されたG8 環境大臣会合で我が国が提唱し、参加者による国際的な推進が合

意され、生物多様性条約（CBD）第9 回締結国会議（COP9）では、日本の環境大臣がその推進を国際的

に表明したものである。また、2009 年 4 月に開催されたG8 環境大臣会合におけるシラクサ宣言において

も、同イニシアティブを例に自然資源の持続可能な管理を促進することが決定されている。さらに、2010

年 1 月 29 から30 日にかけてフランス･パリのUNESCO 本部において、世界各国の政府関係者、研究者、

専門家が参加し、「SATOYAMA イニシアティブに関する国際有識者会合」が開催され、同会合で世界各

地の持続可能な管理が行われている２次的自然地域の特徴とそれらが生物多様性及び人間の福利にも

たらす恩恵に関する講演・事例発表が行われ、それらを踏まえ生物多様性条約第10 回締約国会議

（COP10）に向けたSATOYAMA イニシアティブの展開方策について活発な議論が行われ、パリ宣言に取

りまとめられた。このような一連の活動及び成果を基に、2010 年 10 月に名古屋で開催されたCOP10 では、

自然資源の持続可能な管理・利用のための世界共通理念の構築と推進を目指して「SATOYAMA イニシ
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アティブ」が我が国から提案され、世界に向けて発信されている。 

このようなグローバルトレンドを踏まえ、2010 年に実施した対象地域付近における準備調査結果を踏ま

え、COP10 生物多様性フェアのOECC 展示ブースにおいて本事業の企画案を公表し、その後のラオス

現地での一般公募、日本及びラオスの専門家による選考審査プロセスを経て、ラオス国家大学農学部の

応募案件「シェンクワン県ドンカム村における住民参加行動型の持続可能な農業・天然資源管理プロジ

ェクト」が採択され、2011 年 6 月から半年間のプロジェクトを実施している。 

今回実施の中間モニタリング調査では、ラオス国家大学（NUOL）と合同で本プロジェクトの進捗確認、

目標達成度や成果等を分析（予測）するとともに、プロジェクトの残り期間の課題及び今後の方向性につ

いて確認し、モニタリング報告書に取りまとめることを目的とした。 

 

1-2 調査の目的 

中間モニタリング調査は、ラオス国側の調査メンバーと合同で、以下を目的として実施された。 

(1) 本プロジェクトは、2011 年 6 月 1 日か 6 ヶ月間の予定で開始され、協力期間の半分が経過したこ

とから、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度を当初のプロポーザルによる活動計画

（PO）に基づきモニタリングする。 

(2) プロジェクト実施プロセスの確認 

プロジェクト実施プロセスを確認するために、プロジェクト活動を円滑にするために工夫されたこと、

モニタリングのための仕組みの有無、プロジェクト関係者（ラオス人専門家、Kham 郡 Don Khan 村

カウンターパート、シェンクワン県支援スタッフ、プロジェクト調整員など）間の連携状況などを確認

しその効果を検証する。 

(3) モニタリング結果を踏まえ、プロジェクト実施上の課題を抽出し、対応策について検討する。また、

プロジェクト目標や成果の達成に向けた後半の活動について関係者と協議を行う。 

(4) 上記調査結果を記録に残し、中間モニタリング調査報告書をとりまとめる。 
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1-3 調査団の構成（モニタリング・メンバー） 

調査団の構成は、以下のとおり。 

 

＜日本側メンバー＞ 

 氏名 担当分野 所属 現地派遣期間 

1 小宮 雅嗣 団長／総括 

八千代エンジニヤリング（株） 

取締役 国際事業本部 副本部長 

（技術部会 部会長） 

2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

2 田畑 彰久 技術部会 いであ（株）執行役員 経営企画室長 2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

3 嶋影 徹 技術部会 
（株）エックス都市研究所 

企画営業室 室長 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

4 平尾 実 技術部会 
（株）オオスミ東京支店 

環境調査グループ 技師長 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

5 細萱 恵子 技術部会 国際航業（株）海外事業部 事業推進部 2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

6 長尾 隆司 技術部会 
（株）テクノ中部 

企画営業本部 企画部 副部長 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

7 伊藤 綾 報告書作成 

（株）エックス都市研究所 

国際コンサルティング事業本部 

海外環境事業開発チーム研究員 

2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

8 岩﨑 伸治 報告書作成 
（株）オオスミ 分析技術グループ 

主任技師 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

9 坂本 大祐 報告書作成 
国際航業（株）海外事業部 

自然環境部 技師 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

10 本田 一彦 報告書作成 
八千代エンジニヤリング（株） 

総合事業本部 環境計画部 主幹 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

11 松沢 友紀 報告書作成 
いであ（株）生物多様性計画部 

主査研究員 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

12 片山 徹 調査企画 
（社）海外環境協力センター 

専務理事 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

13 西宮 康二 協力調整 
（社）海外環境協力センター 

業務部長 
2011 年 10 月 30 日～11 月 5 日 

14 
Khouanethong  
PHOUMMATHEP 

通訳  2011 年 10 月 31 日～11 月 4 日 

 

＜ラオス側メンバー＞ 

 氏名 プロジェクトでの担当 所属・職位 

1 Mr.Avakat 

PHASOUYSAINGAM 

Project Manager Deputy Director, Research Division, Faculty of Nabong 

Agriculture and Faculty of Environment and Science, 

National University of Laos (NUOL) 

2 Mr. Hongthong 

PHIMMANSAN 

Coordinator Provincial Agriculture and Forestry Office (PAFO), Xieng 

Khouangkenn Province 
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1-4 調査日程 

表 1 調査日程 

 日程 時間 調査項目等 

1 10/30（日） 10:30-13:55 【移動】成田/ハノイ（VN311） 

  16:40-17:55 【移動】ハノイ/ビエンチャン（VN2897） 

2 10/31（月） 10:30 【表敬】JICA 事務所 

  13:40-14:10 【移動】ビエンチャン/シェンクワン（QV401） 

  15:00 【打合せ】調査団（PAFO Office） 

  16:00 【表敬】PAFO,  DPI, WREO（PAFO  Office） 

3 11/1（火） 07:00 【移動】シェンクワン-Kam District（車両） 

  8:00-9:00 【表敬】District Governor/ DAFO 

  10:30- 【移動】Don Khan 村へ移動 

  11:00 【表敬】村長及び村人への調査内容説明 

  PM 【現地踏査】 

4 11/2（水） AM 【村落ワークショップ】調査団及びプロジェクト参加者 

  PM 【意見交換会】Don Khan 村村人との意見交換会 

5 11/3（木） AM 【調査結果取りまとめ】調査団 

  12:30 【報告】District Governor and DAFO 

  16:00 【移動】Kam District-シェンクワン県 

  19:00 【レセプション】PAFO, DPI,WREO 

6 11/4（金） 8:30 【報告】PAFO,DFI,WREO 

  14：40-15：10 【移動】シェンクワン-ビエンチャン（QV402） 

  18：45-19：45 【移動】ビエンチャン/ハノイ（VN920） 

7 11/5（土） 00：05-07：05 【移動】ハノイ-成田（VN310） 

    

 

 



 

5 

1-5 主要面談者と面談日時 

表 2 主要面談者と面談日時 

面談者（敬称略） 面談者所属／役職 

10/31（月）JICA オフィス表敬訪問 
戸川 正人 氏 JICA ラオス事務所 所長 

滝沢 征彦 氏 JICA ラオス事務所 次長 

10/31（月）ラオス国家大学との打合せ於 PAFO オフィス  

Avakat 氏 ラオス国家大学農学部 準教授 

Deputy Director of Division of Research, Faculty of Agriculture, National 

University of Laos 

Hongthong 氏 シェンクワン県農業局 畜産専門家 

Animal husbandry specialist of PAFO 

10/31（月）PAFO オフィス PAFO、DPI、WREO 表敬訪問 

Phimupha 氏 シェンクワン県 農林局 副局長 

Deputy Director of PAFO 

Amphayvanh 氏 シェンクワン県 計画投資局 副局長 

Deputy Director of DPI 

Konsavanh 氏 シェンクワン県 計画投資局国際協力課 課長 

Head of Division for International Cooperation, DPI  

Kongsavan 氏 シェンクワン県 環境・水資源課 課長  

Head of Office for WREO 

11/1（火）Kham 郡オフィス 表敬 訪問 

Vongsa 氏 Kham 郡委員会書記長 

Chairman of Kham District Party  

Meexay 氏 Kham 郡委員会 副書記長 

Vice Chairman of Kham District Party 

Phimpha 氏 Kham 郡農林局 局長 

Director of DAFO, Kham District 

11/1（火）歓迎レセプション於 Don Khan 村 

11/2（水）ワークショップ於 Don Khan 村ビレッジセンター 
Phommy 氏 Don Khan 村 村長 

Chief of Don Khan Village  

11/3（木）Kham 郡へのモニタリング結果の報告（昼食）於 Kham 郡レストラン 
Vongsa 氏 Kham 郡委員会書記長 

Chairman of Kham District Party 

Meexay 氏 Kham 郡委員会 副書記長 

Vice Chairman of Kham District Party 

Phimpha 氏 Kham 郡農林局 局長 

Director of DAFO, Kham District 

11/4（金）シェンクワン県へのモニタリング結果報告於 PAFO オフィス 
Konsavanh 氏 シェンクワン県 計画投資局国際協力課 課長 

Head of Division for International Cooperation, DPI 

Boualapha 氏 シェンクワン県 環境局 職員 

Officer of Environmental Division 
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1-6 対象プロジェクトの概要 

モニタリング調査対象プロジェクトの概要は、以下のとおり。 

 

(1) 上位目標 

我が国の提唱する「SATOYAMA イニシアティブ」を基調とした、農業・林業・畜産・漁業を中心とした生

計手段における自然資源の最大限の活用と、教育や保健、コミュニケーション手段の確保などの人間の

安全保障に係る要素とを組み合わせたライフベースの自然共生型環境社会を構築する。 

 

(2) 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

1) 村人自身の理解と行動に基づいた環境負荷の低減、生計安定性の向上 

プロジェクト活動の実施を通し、村人の自然共生型環境社会に関する理解が促進され、近年地

域で顕在化しつつある環境への悪影響や、それに伴う生計への影響に対し村人自身の理解と

行動による解決策がもたらされること。 

2) プロジェクト活動の自立発展性の達成 

住民参加型の持続可能な農業、天然資源の管理手法の自立発展性が実現されるべく、本プロ

ジェクトで実施した各活動が対象地域の村人に根付き、持続、さらには波及されていくための体

制が確保されること。 

3) 成功モデルケースとしての上位目標達成への貢献 

本プロジェクト対象村が「SATO ビレッジ構想展開計画」における成功事例となり、他地域へのプ

ロジェクト活動の普及に際し参照し得るモデルケースとなること。 

 

(3) 中間モニタリング調査時点でのプロジェクトの成果（アウトプット） 

ラオス大学プロジェクト実施者の介入により、各活動において村人による意思決定、及びこれに基づい

た試行、実施のプロセスが促され、これによって各活動が着実に村人の日常活動に根付きつつあること

が確認された。このことは、ラオス国立大学のプロポーザルにおいて、自然環境と人間の活動の共生、さ

らには、プロジェクト活動の持続可能性を担保するための要素として挙げられたPLA アプローチが実現さ

れたものと見なされる。 

本プロジェクトで実施された主な活動における具体的な成果としては、それぞれ以下が確認された。 

 

1）NVS の植栽 

20 人の村人が参加し、パイロットスケールでのNVS 導入を実施、表土流亡の防止効果が確認され

た。表土保全の重要性、NVS の技術的側面が理解された上で活動が行われている。 

2）ワクチン接種の普及 

予防策としてのワクチン接種の重要性が認識されたうえで、個々の責任意識に基づいた、ワクチン

接種が実施され始めており、家畜の死亡率の低下といった効果が実感されつつある。 

3）水車の設置による灌漑 

村に既存の統治機構をベースに、地域で入手可能な資材、適正技術を用い、第一号の水車が設

置された。また、今後水車の数を増やしていくための基盤も確立されている。 
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4）サイレージの生産、及び利用 

現時点では小規模な実施ではあるものの、刈り取ったNVS や稲わら、トウモロコシの茎葉といった

バイオマスを用いたサイレージの生産が行われており、資源の循環利用が実現されている。また、

サイレージの生産方法についても、様々な試行が行われている。 

 

なお、中間モニタリングを実施した11 月はプロジェクトの開始より5 ヶ月目であり、全ての活動において、

小規模試行からの段階的な実施が行われ、村人の日常活動として徐々に浸透しつつあるタイミングであ

った。このため、上記に示す各プロジェクト活動のアウトプットはあくまでも現時点で確認が可能であったも

のであり、プロジェクト期間終了時には、長期的な持続可能性、発展性を含む異なった視点での評価が

必要となる。また、活動によっては、短期的には本格的な効果の発現が難しく、評価には数年単位のより

長期的な視点が必要となると考えられる（例：NVS の植栽による収量の増加など）。 

 

(4) 協力期間 

201１年6 月 1 日～2011 年 12 月 31 日 

 

(5) 対象地域 

Xiengkhaung 県 Kham 郡 Don Khan 村 

 

(6) プロジェクト実施機関 

ラオス国家大学（NUOL）農学部及び関係機関 
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第 2 章 中間モニタリング調査の方法 

2-1 モニタリング調査の視点と手法 

本モニタリング調査は、ラオス国家大学農学部のプロポーザルにおける評価計画（Ⅶ.Monitoring and 

Evaluation plan）に示されている評価内容を基本とし、以下の手順で調査を実施した。 

 

（1） プロジェクトの進捗状況の確認 

（2） プロジェクトの各活動の現状把握・検証 

（3） 上記を踏まえたプロジェクトマネージャーとの協議並びに合意形成に基づく今後の活動に対する

提言のとりまとめ 

 

2-2 調査項目 

本モニタリング調査は、プロジェクトの主な活動（NVS、ワクチン、水車、サイレージ）に対して、以下の

項目について調査を行った。 

 

(1) プロジェクト実績の確認 

プロジェクトの投入実績、活動実績、アウトプット（成果）の現状、プロジェクト目標の達成見込みを確認、

検証した。 

 

(2) プロジェクト実施プロセスの確認 

プロジェクト実施プロセスについては、プロジェクト活動を円滑にするために工夫されたこと、モニタリン

グのための仕組みの有無、プロジェクト関係者間の連携状況などをプロジェクトマネージャーからの報告

と併せ、Don Khan 村の人々とのワークショップ開催を通じて確認、検証した。 

 

(3) プロジェクト継続可能性の確認 

プロジェクト実施の継続可能性については、プロジェクトに参加した地域住民の意欲、将来への期待感、

参加により変化が見られた事項等についてプロジェクトマネージャーからの報告と併せ、Don Khan 村の

人々とのワークショップ開催を通じて確認、検証した。 
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第 3 章 プロジェクトの実績 

3-1 ラオス側の投入実績 

↓╣╕≢─ꜝ○☻ ─ ╩ ─ ╡ ∆⁹ 

 

表 3 ラオス側の投入実績 

 

 

⌐ ↄ  

 

 

No. Date Description Paid in Kip Paid in USD Balance in USD Remark

I Administration

15-Jun-11 Manager allowance for June 300

15-Jun-11 Printer 1,722,500      

16-Jun-11 Calculator 55,000           

16-Jun-11 Telephone card 100,000         

01-Jul-11 Manager allowance for July 300

02-Jul-11 Telephone card 50,000           

04-Jul-11 Toner 865,000         

04-Jul-11 Internet card 100,000         

02-Aug-11 Internet card 100,000         

05-Aug-11 Telephone card 50,000           

08-Aug-11 Manager allowance for August 300

03-Sep-11 Telephone card 50,000           

08-Sep-11 Internet card 100,000         

02-Oct-11 Internet card 100,000         

04-Oct-11 Telephone card 50,000           

subtotal 3,342,500      900 1,318

II Training

16-Jun-11 Perdiem and lodging Mr. Sompanh 250

16-Jun-11 Perdiem and lodging  Mr. Kham 250

16-Jun-11 Perdiem and lodging  Mr. Boison 250

16-Jun-11 Perdiem and lodging Lamchai 250

16-Jun-11 Fertilizer and plastic bags 88,000           

16-Jun-11 LCD rental 30

16-Jun-11 Board 195,000         

16-Jun-11 Perdiem and lodging  Mr. Avakat 250

16-Jun-11 Bus rental 532

18-Jun-11 Water and snack 544,000         

18-Jun-11 Equipment for demonstration 456,000         

subtotal 1,283,000      1,812 1,972.38               
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⅝  

 

 

III Field work

28-Jun-11 Gasoline to the bank 60,000           

03-Jul-11 Motorbike rental (8-17/7/2011) 200

04-Jul-11 Field visit (Perdiem and lodging) 8-17/7 500

04-Jul-11 Gasoline to buy seed Mr. Khamparn 60,000           

04-Jul-11 Gasoline to Kham District 180,000         

07-Jul-11 Car rental 100

10-Jul-11 Gasoline for Mr. Khamparn 100,000         

13-Jul-11 Perdiem Mr. Khamparn 200,000         

13-Jul-11 Perdiem Mr. Duang 300,000         

13-Jul-11 Technical fee for growing contour crop 880,000         

14-Jul-11 Gasoline Mr. Khamparn 30,000           

14-Jul-11 Gasoline Mr. Avakat 55,000           

17-Jul-11 Gasoline to Vientiane Capital 201,000         

26-Jul-11 Gasoline to the bank 60,000           

28-Jul-11 Field visit (perdiem and lodging) 29/7-8/7 500

28-Jul-11 Motorbike rental (29/7-8/8/2011) 200

29-Jul-11 Gasoline to Kham District 170,000         

05-Aug-11 Gas for Mr. Khamparn (5-7/8) field work 100,000         

06-Aug-11 Gasoline for Mr. Khamparn 100,000         

07-Aug-11 Perdiem Mr. Duang 840,000         

07-Aug-11 Perdiem Mr. Khamparn 300,000         

08-Aug-11 Gasoline to Vientiane Capital 210,000         

15-Aug-11 Gasoline for Mr.Khamparn 100,000         

15-Sep-11 Gasoline to the bank 60,000           

15-Sep-11 Car rental (16-20/9/2011) 175

16-Sep-11 Gasoline to buy plastic bag 60,000           

16-Sep-11 Gasoline 550,000         

16-Sep-11 Gasoline 40,000           

16-Sep-11 Copy interview form 38,000           

17-Sep-11 Perdiem Mr. Bounchan (16-20/9/2011) 250

17-Sep-11 Perdiem Mr. Avakat (16-20/9/2011) 250

17-Sep-11 Perdiem for Mr. Khamparn 700,000         

17-Sep-11 Perdiem Mr. Duang 1,020,000      

20-Sep-11 Perdiem Mr. Khamparn 500,000         

20-Sep-11 Water wheel expert 500,000         

20-Sep-11 Transportation for preparing water wheel tools 200,000         

20-Sep-11 Gasoline 600,000         

20-Sep-11 Perdiem Mr. Duang 300,000         

05-Oct-11 Motorbike rental 100                

05-Oct-11 Perdiem Mr. Avakat (6-10/10/2011) 250                

06-Oct-11 Gasoline 130,000         

06-Oct-11 Gasoline Mr. Avakat 60,000           

07-Oct-11 Gasoline Mr. Avakat 35,000           

10-Oct-11 Gasoline 210,000         

Subtotal 8,949,000      2,525             3,643.63               

IV Village service

18-Jun-11 Food for meeting 223,000         

08-Jul-11 Land rental for Demonstration 500,000         

13-Jul-11 Village service and compensation 160,000         

04-Aug-11 Technical fee for weeding 880,000         

18-Sep-11 Villager facilitate for silage 390,000         

18-Sep-11 Technical fee for silage 1,120,000      

19-Sep-11 Meeting for villagers 261,000         

19-Sep-11 Facilitate for silage 205,000         

07-Oct-11 Compensate for corn leafs 150,000         

07-Oct-11 Facilitate for silage production 310,000         

Subtotal 4,199,000      525                       

V Equipments

04-Jul-11 Stylo and grass seed 7,600,000      

06-Aug-11 Grass seed 250,000         

18-Sep-11 Equipment for silage 205,000         

16-Sep-11 Plastic bag for silage 350,000         

09-Aug-11 Copy 71,500           

10-Aug-11 Vaccines 4,850,000      

10-Aug-11 Equipment for vaccination training 720,000         

10-Aug-11 Equipment for injection 500,000         

17-Sep-11 Fertilizer 72,000           

20-Sep-11 Equipment for waterwheel No1 245,000         

20-Sep-11 Equipment 30,000           

14-Oct-11 Equipment for waterwheel No2 1,015,000      

20-Oct-11 Books for vegetable cultivation 1,200,000      

Subtotal 17,108,500    2,138.56               

Total 9,597.25               
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3-2 日本側の投入実績 

(1) 日本人関係者の派遣 

これまでの日本人関係者の派遣について、期間及びメンバーを以下の通り示す。 

 

◆調査団名：ラオスにおけるSATO-ビレッジ構想の展開に向けた予備調査 

派遣期間：平成 22 年 3 月 31 日（水）～4 月 4 日（日） 

 所属 氏 名 

1 （株）テクノ中部 企画部 副部長 長尾 隆司  

2 （株）オオスミ 環境開発グループ 技師長 平尾 実  

3 いであ（株）国土環境研究所 主査研究員 松沢 友紀  

4 
八千代エンジニヤリング（株）総合事業本部 

環境計画部 技術第１課 主幹 
本田 一彦  

5 （社）海外環境協力センター 常務理事 由田 秀人 

6 （社）海外環境協力センター 業務部長 西宮 康二  

7 （社）海外環境協力センター 総務部付課長代理 岩上 尚子  

 

◆調査団名：第 1 回ラオスにおけるSATO-ビレッジ構想の展開検討のための現地調査 

 派遣期間：平成 22 年 07 月 06 日（火）～07 月 10 日（土） 

 所属 氏 名 

1 
八千代エンジニヤリング株式会社 

国際事業本部 社会開発部 環境計画課 
山内 尚 

2 いであ（株）国土環境研究所 松沢 友紀 

4 株式会社 AMZ インターナショナル 齋藤 真紀 

5 
ラオス農業省Extension and Improvement Livestock 

System Centre 

Hongthong 

Phimmasan 

6 （社）海外環境協力センター 業務部長 西宮 康二 

 

◆調査団名：第2 回ラオスにおけるSATO-ビレッジ構想の展開検討のための現地調査 

 派遣期間：平成 23 年 01 月 21 日（金）～02 月 04 日（金） 

 出張者： （社）海外環境協力センター 業務部長 西宮 康二 

 

(2) 活動費 

総額 15,000US$の活動費が投入された。 
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3-3 活動の実施状況 

本プロジェクトの活動の実施状況は以下の通り1。 

 

(1) プロジェクト関係機関との会合 

プロジェクトの開始にあたり、プロジェクト実施者は、シェンクワン県の農業森林局（PAFO）と計画投資

局（DPI）、Kham郡の郡長（District Governor）と郡農業森林局（DAFO）などの行政機関にプロジェクトの

概念及び目標、ならびに活動を十分に説明し、その理解を得て協力体制を構築した。 

 

(2) 村人を対象としたワークショップの開催 

Kham郡Don Khan村の村人を対象としたワークショップを2011年6月15日～20日の5日間にわたり開催

した。本プロジェクトの概念の紹介とともに、表土流出と等高線栽培、サイレージ作成、家畜の飼育、野菜

栽培等に関する知識向上等のためのワークショップを行い、35人の村人が参加した。 

 

(3) 各活動（NVS、ワクチン、水車、サイレージ）の実施状況 

各活動の実施状況の概要は以下のとおり。より詳細な実施状況は「第 4 章 モニタリング調査の結果と

結論について」に記述する。 

 

1) NVS 

15軒以上の農家が等高線栽培への参加を希望したが、表土流出の起こり易い地域を試行的に選

定し、15軒の農家に限定して種が支給された。 

この植栽活動は、本来トウモロコシの作付と同時に行うか、トウモロコシが成長する前の実施が適

切であるが、本プロジェクトの開始時期には既に作付は終了していた。そのため、村人に等高線栽

培の表土流出防止効果を示すことを目的として、限定的な実証用栽培が試みられた。 

 

2) ワクチン 

各家屋に対して、ワクチンの接種の仕方について説明が行われた。また、ワクチン接種のための

ファンドを設立が設立された。 

表 5 接種されたワクチンの内訳 

種類 頭数 ワクチン名 

水牛 25 口蹄疫、気腫痕、出血性敗血症 

牛 85 口蹄疫、気腫痕、出血性敗血症 

豚 338 豚コレラ 

鶏 830 家禽コレラ、ニューカッスル病 

合計 1,278  

 

3) 水車 

乾季における灌漑を目的とした、水車の製作が実施された。2m の小規模水車の試作の後、現在

の 8~9m のフルスケール水車が製作された。実際に川から揚水を行うことに成功している。 

                                                   
1 Progress Report ┘⌐ ⸗♬♃ꜞfi◓ ─ ╩ ⌐  
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4) サイレージ 

家畜として牛を有している家屋に対して、トウモロコシの茎葉とイネの藁を使用したサイレージの作り

方の指導が行われた。現在までに、11 人の村人が本活動に参加した。 
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3-4 運営実施体制 

本プロジェクトの運営実施体制の概念図を次図に示す。 

 プロジェクトマネージャーであるAvakat 氏並びにコーディネーターであるHongthong 氏は既存の行政機

関とDon Khan 村の統治体制の下で、彼らの理解と協力を得てPLA の手法の導入を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 プロジェクト実施体制の概念図 
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第 4 章 モニタリング調査の結果と結論について 

4-1 NVS の導入状況とその効果 

(1) 中間モニタリング調査での現地確認結果 

NVS には、イネ科のPaspalum plicatulum、マメ科のStylosanthes guianensisの 2 種が導入されていた。

当初は窒素固定による土壌肥沃化を狙いマメ科を導入する計画であったが、プロジェクト開始時には既

にトウモロコシが作付けされていたことから、初年度はより生長の早いイネ科の導入により表土の流出防

止が図られた。現地では、イネ科のみの植栽とイネ科とマメ科2 種の並列植栽による相乗効果を狙った箇

所が確認された。また、並列植栽の際には⁸ ─ ⅜ ™▬ネ科のPaspalum plicatulum

╩ ⌐⁸∕─ ⌐マメ科のStylosanthes guianensisが植栽されていることを確認した。なお、

導入種の特性については、シェンクワン県農業局畜産専門家のHongthong 氏へのヒアリングの結果、以

下の情報を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、NVSの実施に際しては、事前にワークショップが開催されており、等高線に沿って植栽を行う手

法等について、村人へ技術指導が行われている。 

     

     

図 2 等高線に沿った植栽の実施状況 

（Avakat氏提供写真） 

ア） 導入種は深根性であり、乾季を耐えることが可能である。 

イ） 増殖方法は、種子採取後に播種、もしくは移植の2 通りの方法がある。 

ウ） イネ科のPaspalum plicatulum│表土流出の防止効果は最も高い。 

エ） マメ科のStylosanthes guianensisは、タンパク質に富むため飼料に向いており、かつ高収

量が期待できるが、葉がシャープであり育ち過ぎると飼料にすることが困難である。窒素固

定効果を有することから土壌改良に有効である。 

 



 

16 

導入した植栽についてプロジェクトマネージャー並びに村人へのヒアリングを行った結果、3週間に一

度草刈を実施し、家畜の飼料（サイレージ）に利用していることを確認した。 

また、表土の流出防止効果について現地確認を実施した結果、植栽の根際で表土が堆積している状

況が確認された。 

 

     

図 3 プロジェクトサイトにおける NVS の実施状況（左・中）、植栽根際の状況（右） 

 

プロジェクトマネージャーへのヒアリングの結果、村人とともに簡易な効果検証が実施されていることを

確認した。具体には、NVS有り無しの2ケースについて農地の斜面下方で表流水をペットボトルに採水し、

濁度の目視比較が行われている。その結果、NVSによる表土流出防止効果が視覚的に確認されたという

情報を得た。また、来年の播種に備え種子を保管している村人がいることが確認された。 

 

(2) 中間モニタリング調査での結論 

現地における植栽根際の土壌堆積状況から、NVS による表土の流出防止効果については一定の効

果がみられると評価できる。また、その効果検証については、ペットボトルを使用した濁度確認が行われる

など対策効果の「見える化」が図られており、村人が自身の活動内容への理解を深め、活動の持続性に

貢献することが期待される。 

活動に参加した村人は技術的な内容を理解していること、また、次年度に播種するための種子を自発

的に保管していることから、今後も継続的な活動となる可能性が高いと考えられる。 

植栽は定期的に刈り取られた後に家畜の飼料として活用されており、自然資源の循環利用に貢献して

いることが確認できた。 

なお、本中間モニタリングにおいてはいくつかの課題も確認されている。表土の流出防止が村人の生

活へ及ぼす効果について定量的な把握がされていないことや、適切な導入種についての継続検討、今

後対策規模が拡大した場合の草刈の労力及び刈取り草の活用先の確保等が、今後の課題として挙げら

れる。 

 

 

イネ科のみ イネ科マメ科並列植栽 
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4-2 家族単位を主体としたワクチン接種の実施の導入 

(1) 中間モニタリング調査での現地確認結果 

 ア） ワクチン接種の効果、イ） 現時点でのワクチン接種の課題、ウ） 今後の課題等について、村人にヒ

アリングにて確認したところ、ア） については、病気予防というワクチン接種の目的を理解しており、イ） 

については、一部の村人がワクチン接種に協力的でないこと、ワクチン接種（ワクチンの購入等）のための

資金がないこと等が挙げられ、ウ） については、ワクチン接種への資金支援を含む支援の必要性等が指

摘された。 

ワクチン接種に係る本活動のワークショップには、各家族単位において、若い男性が主に参加しており、

必ずしも女性がワークショップに参加しているということではなかった。ワークショップに参加した家族の一

員が、その内容について、家族内で共有を図り、ワクチン接種の実施自体には、女性も参加しており、家

族内で男女に関わらず協力して行われている。 

また、家計は女性が管理していることが確認された。ワクチン購入等に関わる金銭的な支援を含む援

助が必要との意見が村人からあったが、ワクチン購入に係る費用は、必ずしも家計から捻出できないこと

ではない状況が村人女性に対するヒアリングから推察された（具体的な家計の収入支出等の調査が結論

には必要である）。なお、村人からのヒアリングにより確認したワクチン購入金額の一例を次表に示す。 

表 4 ワクチン購入金額（例） 

ワクチン 
金額 

（単位：Kip） 
接種可能数 製造（輸入元）国 

家禽用 1 万 5 千 100 羽 ラオス 

豚用 1 万 5 千 10 頭 ラオス 

牛用 1 万 5 千 15 頭 ラオス 

牛用（  2 万 5 千 25 頭 ベトナム 

 2 万 5 千 10 頭 タイ 

家禽用（コレラ） 1 万 5 千 50 羽 ラオス 

※ラオス国内の一般的な缶ビール350ml は 1 本 6,000Kip、大衆食堂でのラーメン一杯は1 万～1 万 5 千 Kip 程度 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 村人女性へのヒアリングの様子（左）の村内の家畜（鳥） 

 

(2) 中間モニタリング調査での結論 

本活動の実施前においては、村の獣医が行っていたワクチン接種を、個人個人が重要性を認識した

上で、自身の責任で実施するようになっている、もしくは、実施しようと試みようとしている。 

ワクチン接種の効果については、家畜の死亡率の低下などから多くの人が認識しているが、一方で、ワ

クチン購入のための資金に関する援助が必要と感じている人が多く、また、一部の村人はワクチン接種に

協力的でない状況である。 
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4-3 乾季の灌漑への水車の製作 

(1) 中間モニタリング調査での現地確認結果 

直径 2 メートルの小規模の水車の試作の後、現在の直径 8 メートルのフルスケールの第一号水車が製

作され、実際に川から揚水を行うことに成功している。水車の製作に際しては、村長や村の長老により選

定された専従者7 名が中心となり、過去に水車を製作した経験のある村人の技術提供の下、交代でおよ

そ 150 人の村人が関わり、わずか9 日間の短期間で完成された。このことから、水車の製作は、村内に既

存の文化・習慣、技術、入手可能な資材を用いた作成が行われたと言える。また、近隣村よりDon Khan

村の第一号水車を視察に訪れたことが報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 試作水車（左）と完成したフルスケールの第一号水車（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 水車部材製作の様子（左）と第一号水車の製作（右） 

(Avakat 氏提供写真) 

(2) 中間モニタリング調査での結論 

水車製作にあたり、多数の農民の参加が得られた背景には、用水が不足する乾季に野菜を生産した

いという村人の動機があり、村既存のコミュニティー・システム（5 人組のユニット制）を上手く機能させること

が出来た点が評価される。また、水車の作成にあたっては、村内で当該技術を保有する者が、地域で入

手可能な資材を用いた水車の製作方法を移転したことにより、2 基目以降の水車の製作及び水車の補修

に関しての持続可能性が期待できる。これは、里山イニシアティブで提示される5 つの視点のうちの、「地

域の伝統・文化の価値と重要性の認識」が具現化されたものであるといえる。近隣村より水車の視察に訪

れたことについては、本プロジェクトのアウトプットが近隣地域へ波及効果をもたらしつつあるものと理解さ

れ、ある意味インパクトの発現として評価が出来る。同時に、このような他地域からの注目は、プロジェクト

実施主体である村人の意識の引き締め効果をもたらし、Don Khan 村の活動の持続性にも貢献することが

期待される。なお、本来の意味での水車の効果は、灌漑により乾季の新たな作付けが可能となることであ

るが、今作の収穫後がはじめての乾季の作付けの機会となるので、その評価は次年度以降となる。 
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4-4 サイレージの生産及び利用 

(1) 中間モニタリング調査での現地確認結果 

プラステック袋を利用しラップサイロにより、サイレージ製造を行っている。材料にはNVS で利用した

Paspalum plicatulumや Stylosanthe guianensisの刈り取り葉や、トウモロコシの茎葉及び稲わら等の草類

を利用している。これらの材料に糖蜜、尿素、水を加えて、プラステック袋で梱包（ラップ）し製造を行って

いた。8 月に 1 回目を実施済みで、現在、2 回目の製造を行っている所であった。 

ラップに使用するプラステック袋は、幅 1.2m×50m のロール（上下を紐で縛って袋としている。）で

350,000Kip と高価である。これを二重にして利用しており、サイレージ１袋当たり約200 円の費用となって

いる。このラップは、タイやベトナムからの輸入品であり、今回の試行のために用いられたものである。これ

までの試行の段階で、初期段階にコンクリート製の型を使ったプロセスも検討されたが、ラップ後の材料を

取り出すのが大変であり、代替方法とし、地面に穴を掘るトレンチサイロ型の手法も検討している。なお、

牛への給餌量は体重の10％程度（1 日あたり）であり、サイレージの混合率はその30%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 製造中のサイレージと Hongthong 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 サイレージの作成の様子（Avakat 氏提供写真） 

生葉を用いたサイレージ 

稲わら等を用いたサイレージ 
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(2) 中間モニタリング調査での結論 

現時点では取り組み参加者数、規模ともに小さく、また、実施期間が短いため、家畜の育成期間の短

縮や肥育等の効果については評価できる段階にはない。しかしながら、技術的に平易であることから、多

様な主体の参加が見込まれる。また、農繁期の家畜の世話にかかる負担の低減につながる可能性がある。

さらに、農作物の副産物（わら・トウモロコシの茎葉）を、別の用途に使えるようになり、自然資源の循環利

用に貢献していると考えられる。上記の観点から、村内では受け入れられすい技術であり、今後、畜産頭

数の多い農家を中心に村内で自立的に普及する可能性がある。また、課題としては、本技術の導入によ

る効果を評価するためには、より長い期間が必要であること、さらに材料費（プラステック袋・尿素剤、乳酸

菌）の購入にかかる費用のうち、特にプラステックについては、比較的費用が高いことから、今後便益を損

ねない範囲での利用に制限される可能性が高い、という二点が挙げられる。 
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4-5 社会生態学的生産ランドスケープ2の活用状況 

(1) Don Khan 村周辺の土地利用状況 

Don Khan 村周辺には、平らな地形上に残存する樹林地、稲作やトウモロコシを主とした耕作地、耕作

地の間に点在する草地、河川、集落がモザイク状に存在しており、これらが地域の景観を構成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 Don Khan 村周辺の状況 

 

(2) Don Khan 村周辺の土地利用の推移 

Don Khan 村周辺の土地利用状況の変遷については、1992 2 15 ─ꜝfi♪◘♇♩ TM ╩

™√ ┘⌐ 2011 ─ Google Earth の衛星写真を用いて確認した。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 2 (                   2011 年（撮影月は不明） 

Don Khan │ ⌐ ∆╢ 

図 10  Don Khan 村周辺の土地利用状況の変遷（1992 年→2011年） 

 

1992 年と2011 年の衛星写真の比較によると、写真中央に位置するDon Khan 村の周辺丘陵地では、

この20 年間のうちに緑色で示される森林が大規模に改変され消失し、茶色で示される耕作地となってい

る様子が確認できる。 

                                                   
2 ─ ─√╘⌐ ╩☻ⱦכ◘ ∆╢ ↕╣√ ◦☻♥ⱶ─ ⸗◙▬◒─↓≤

╩ ꜝfi♪☻◔כⱪ≤ ⇔≡™╢ UNU- IAS  
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なお、Kham 郡は元々農業地であったが、この2、3 年でトウモロコシ栽培が広まり、森林伐採が進行し

ていることが確認されている。そのため、Kham 郡全域において航空写真に示されるような急激な森林面

積の減尐が生じている可能性が考えられる。 

なお、Don Khan 村周辺の丘陵地については、そのほぼ全面が耕作地として利用されており、耕作地

の間に点在する樹木が、その場所が過去に樹林であったことを伺わせるのみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 プロジェクトサイト周辺の状況 
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第 5 章 中間モニタリングにおける提言 

5-1 各活動に対する提言 

5-1-1 NVSの効果、維持管理、導入種について 

(1) 効果の定量的把握に関する検討 

 現地では植栽の根際に表土が堆積している状況が確認され、ペットボトルを用いた濁度確認等による

簡易検証から表土流出防止には一定の効果がみられている。また、ワークショップでの意見交換におい

ても、村人から表土の流出防止効果を実感しているとの意見が得られている。今後、NVS の効果を科学

的に検証するためには、表土流出防止効果を定量的に把握する調査手法を検討することも考えられる。

しかしながら、本プロジェクトにおいては、NVS の表土流出防止効果が村人の生活へ及ぼす経済効果を

把握し、SATO ビレッジ構想がDon Khan 村へもたらす具体的な効果について優先的に検証を行うことが

望ましい。近年、村人の主な収入源となっている斜面耕作地における農作物の収量の推移とNVS による

対策規模の推移を把握し、双方の関連性について検証を行うことにより活動を評価することが重要であ

る。 

 

(2) 持続可能な維持管理に関する検討 

維持管理については 3 週間に一度の頻度で草刈が実施されるとともに、家畜の飼料として利用される

など自然資源の循環利用に貢献していることが確認されている。今後、NVS 対策規模の拡大が予想され

ることから、計画的な維持管理とその活用が実施され、バランスよく循環利用が継続されることが望ましい。

また、管理に掛る労力の増大については、資源（NVS による植物バイオマス）の共同活用、村内の家畜の

共同管理の観点から、既存の村ファンドを適用した運営管理をすることが有効であると考えられる。 

 

(3) 導入種の選定に関する検討 

植栽導入種については今後も継続的に検討が行われ、表土の流出防止機能を損なうことなく、村内で

の飼料活用の他、換金性も考慮した総合的な視点から種の選定が行われることが望まれる。 

なお、今回導入された種は当該地域に元来生育していない外来種であり、他の植物が生育できない

環境下においても生育することのできる強健種である。このような種は、悪条件においても生育できるとい

うプラスの効果はあるものの、将来、侵略的外来生物となり地域の植物と競合する危険性を孕んでいる。

生物多様性保全の観点からは、当該地への導入については代替種のない場合以外には慎重に検討を

行うことが重要である。現時点では、本プロジェクトのトウモロコシ耕作地では、土が痩せ、表土の流出の

程度が激しい状況において、表土のこれ以上の流出を防ぐには、現在の植栽導入種が望ましいと判断さ

れている。しかしながら、やむを得ず外来種を導入する際にはその生育特性を把握した上で、定期的か

つ結実前に刈取りを行う等の管理を行うことが重要であり、生育特性の把握が不十分な種を新たに導入

する際には、安易な規模拡大は控えることが重要である。 
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5-1-2 ワクチン接種の実施体制 

(1) 村人の統制と実施 

 ワクチン接種効果が発揮されるには、家畜を所有する村人の全員がワクチン接種を同時期かつ計画的

に実施する必要がある。一部の村人がワクチン接種に協力的でない等の意見が村人から聞かれたが、こ

れは、ワクチンの効果に対して懐疑的であること、予防に対する認識が低いこと等が理由として推察され

る。したがって、村人全員が一致してワクチン接種を実施していくには、家族単位間レベルでの対応では

なく、村長による村人の的確なリードと実施促進が必要と考えられる。 

 

(2) ワクチン購入費の捻出の検討 

表 4 に示したとおり、ワクチン購入費は決して高額ではないことが推察される。また、村人女性へのヒア

リングからも、家計からワクチン購入費を捻出できなくはないとの回答が得られている。したがって、外部

からの資金的な面を含む支援を求めるのではなく、購入費用について、どの程度必要であり、その費用

に関して家族内や村落内での協議にて、家計等から計画的かつ継続的に捻出できるかといった

「affordability」をまず検討する必要がある。 

 

(3) ワクチン接種に対する意識変化への対応 

ワクチン接種は未然に病気を防ぐために実施する措置である。今まで、病気になった家畜へ、対処療

法的な何かしらの対応（伝統的療法を含む病気の治療等）を行ってきたことに対して、予防という新たなア

プローチへの切り替えとそれに伴う費用投資となる。したがって、この投資効果をすぐには実感しにくいワ

クチン接種に対する住民の意識啓発をさらに行っていく必要がある。また、ワクチン接種導入後の家畜の

病気の感染率や死亡率等について記録を行い、定量的な効果が実感できるような方策を実施していくこ

とが必要である。 
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5-1-3 水車の今後の運営体制と活用 

(1) 持続的な運営体制の検討 

中間モニタリング時には、試作後、初めてのフルスケールの水車が完成したところであり、本格的な稼

働は本作の収穫後からになるとのことであった。今後、水車を用いた灌漑地の拡大を図っていくことが村

人の意思により決定され進められる場合、故障修理への対応や、水かさが増す雨季における水車の解体

の必要性といった運用上の要求に対し、如何にして対応していけるかが課題となる。具体的には、故障に

際して必要となる補修資材の購入資金、補修や解体作業に必要となる労働力がどの程度必要となるかを、

まずは今作の収穫以降の実稼働の中で把握する必要がある。同時に、それらを村の中からどのように確

保していくのかが検討される必要があるが、対応案として村人からは、当該水車による灌漑地の利用者か

ら修繕費を徴収する方法が提案されている。また、Don Khan 村で既に運営されているファンド・システム

の活用や、村のユニット制度といった既存のシステム、新たに導入されようとしている農業政策であるクラ

スター制度を活用することも検討されるべきであろう。 

 

(2) 水量調整、流木被害回避のための手法検討 

水車の安定的かつ効果的な稼働のためには、乾季に水量が低下した場合の水量確保の手法や、故

障の原因となる流木等の異物を排除する工夫を検討する必要があると考えられる。第一号水車が中洲に

隣接して設置されているように、自然の地形を利用することを見据えて設置地点を選定するといった工夫

や、水車の基礎として利用されている蛇籠（竹かごに玉石を詰め込んだもの）や土嚢を利用した水門によ

る上流側での水量調整の工夫など地域で入手可能な資材を利用した方法が、持続的かつ有効な手法で

あると考えられる。なお、水量調節により、洪水対策も同時に実現できる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 竹篭と玉石を組み合わせた水車の基礎（左）竹や木、番線、トタン板などを利用（右） 

 

(3) 代替灌漑手法との効率性の比較検討 

上述の通り、水車の運用には、修理や管理（雨季の解体作業）などに多くの労働力の投入が必要とな

ることが予想される。村人の間には、コンパクトで補修や解体に大きな労働力を要さない代替灌漑手法と

して、エンジンポンプ使用を期待する意見も一部であった。代替灌漑手法の検討には指摘のあった効率

性の検証だけでなく、その他のオプションも加えた便益とリケージなどを考慮した総合的な検討が必要で

ある。なお、両者の効率性の検証に限っていえば、尐なくとも本作収穫以降の水車の本格稼働により、運

用に要するインプットの確認、比較が必要であい、以下の視点を踏まえることが望まれる。 

¶ 水車：水車の補修資材、修理技術は現地で持続的な入手が可能なものである。一方、必要な労

ʴ  
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働投入は村人個々人の農作業を邪魔しない程度であるか、または、水車への作業貢献時間に

対する一定の補償がなされることが条件となる 

¶ エンジンポンプ：修理、管理は水車に比較し労働力を要さないことが予想される。一方、燃料の

購入には現金が必要となり、燃料価格が灌漑地のアウトプットに見合わないレベルにまで高騰し

た場合には、利用の継続が困難となる可能性がある。 

 

(4) インプット／アウトプットのバランス適正化の検討 

水車の運用には、インプットとアウトプットのバランスを持続可能な適正レベルに保つことが必要である。

具体的には、灌漑設備の運用に必要となるインプット（資機材費、補修費、維持管理のための労働力など）

に対し、持続的に利用していくための動機づけとなりうるアウトプット（単収、収穫量の増加、現金収入の

向上など）がバランスするかどうかがポイントとなる。 

このためには、乾季には品薄となる作物や、市場性の高い作物を導入することが有効であると考えられ

る。まずは、すでに栽培が行われているニンニクや山椒、唐辛子などの品目から段階的に導入を行い、

同時に、新しい品種の導入の試行を進めていくことが望ましい。併せて、生産物のポストハーベストの適

正管理による付加価値の向上も検討されるべきである。 
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5-1-4 サイレージの生産及び利用 

(1) サイレージの利用による効果の実感 

サイレージの利用は、農繁期（雨季）の労働の軽減を図るとともに、特に生草の乏しい乾季に栄養価の

高い飼料を供給することに役立つものと考えられる。 

調査対象地域であるDon Khan 村においてサイレージの利用が普及するためには、サイレージの利用

により家畜の飼育にかかる労働が軽減される事や、肥育速度の改善・家畜の健康増進・飼育可能の頭数

の増加といった家畜生産効率が何らかの形で向上するといった実利益に直結する効果を、畜産農家が

実感することが条件と考えられる。 

上記のような効果を畜産農家が実感するには、農繁期と農閑期、ある

いは家畜の繁殖スケジュールに沿って、最低限一年間程度の時間が必

要と考えられるが、本プロジェクトでのサイレージの生産及び利用は、本

年 8 月から開始されたばかりであり、3ヶ月余りと極めて短い実施期間とな

っている。畜産農家への聞き取りによると、サイレージの利用は家畜飼育

用の餌を収集する時間が短縮され、農繁期（雨季）の労働が軽減されて

いるとの報告もあるが、今後、尐なくとも一年間の運用により畜産農家が

十分な効果を実感できるか否かを検証することが望まれる。 

図 13 農繁期の飼料採取が軽減されたことを証言する農民 

 

(2) 自然資源の循環利用の促進 

サイレージを効果的に利用することにより、これまで放置されていたバイオマスの利用が図られ、豚や

牛、水牛等の大型家畜の飼育規模を拡大することが可能となる。また、こうした家畜から発生する排泄物

は、回収したのち有機肥料への加工や、ある程度の投資を行えばバイオガス設備でメタンガスを取り出す

ことができるだけでなく、その残滓は肥料として活用することも検討可能である。このようにサイレージを自

然資源の循環サイクルに組み込むことで、当該対象村落の畜産農家の生産性を向上させつつ、自然資

源の循環利用を促進するオプションが拡大する可能性を秘めている。 

 

(3) プラステックシートの利用について 

サイレージの生産に利用したプラステックシートは高価なものであるが、強度の点からサイレージ生産

に再利用する事は難しい。この手法を用いて、サイレージの生産が普及した際には、大量の使用済みプ

ラステックシートが発生する可能性があり、さらにプラステックシートの残地は景観を損ねる可能性もある。 

プラステックシートの利用は、村人がサイレージの方法を学習するには同シートの密閉性、透明性が役

に立つこと、透明がゆえに、時間軸に沿った発酵度合いを推し量ることができるといった利点があるが、サ

イレージの生産方法を習得すれば、コンクリートサイロを使用したサイレージの生産に移行することも可能

と推察される。プラステックシートの利用は、あくまでのプロジェクト期間中に、村人がサイレージの生産方

法を習得するために限定すべきものであり、習得後は、使用済みプラステックシートの大量発生等のない、

環境に負荷がかからない方法（コンクリートサイロの利用等）に移行する必要があると考えられる。 
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5-2 生態系サービスの向上と社会生態学的生産ランドスケープの再構築 

近年、Kham 郡ではトウモロコシ栽培の拡大により、森林面積が減尐し、元来存在した持続的に利用可

能な社会生態学的ランドスケープが失われつつある。これは、Kham 郡の人々の持続可能な生活を支え

る環境基盤が、一時的な海外資本の介入により务化を余儀なくされ、生態系サービスの低下を招いてい

ることを意味している。当該地においては、雨季の洪水制御機能等の調整サービスの低下、水源涵養機

能の消失や表土流出による生産基盤の縮小がもたらす水・食料等の供給サービスの低下、土壌形成や

栄養循環をもたらす基盤サービスの低下等、近年の森林消失に起因する生態系サービスの低下が顕著

である。そのため、今後これらの生態系サービスの回復を目指した森林育成の取り組みと農業生産手法

の改善が必要不可欠である。 

森林育成の手法については様々な事例があり、それらを参考としながら進めることが望まれる。在来種

の導入が基本ではあるが、表土の流出が著しい地域については、外来種を導入し、マメ科植物の窒素固

定能力を活用し、地力の回復を図りながら樹林化を目指す方法が有効である。外来種の導入リスクがあ

ることから、十分な議論は必要であるがニセアカシアの導入は表土流出防止効果並びに治山効果、併せ

て蜜源としての活用が期待できる手法であり、近隣国での導入実績もある。また、ある程度表土が回復し

た時点でアグロフォレストリーを含む斜面の再森林化に取り組み、トウモロコシの単一栽培からの脱却を

目指す必要がある。 

近年のKham郡にみられる海外資本の一時的な介在により人々の周りから失われていく社会生態学的

ランドスケープを再構築あるいは再活性化するためには、住民の努力に加えて、行政が農業振興、森林

保全、土地管理施策などのランドスケープ関連施策の総合的な運用を図ることが重要である。また、施策

を総合的に運用する際には本プロジェクトで示したSATO ビレッジ構想（SATOYAMA イニシアティブの具

現化）の展開を進めていくことが有効であると考える。 

Don Khan 村では、本中間モニタリング調査により、農業、畜産、環境保全が連携した循環的な活動が

機能し始めていることが確認された。この循環的な活動が継続され発展していくことで、持続可能な生態

系サービスが保全され、長期的にみれば地域の社会生態学的生産ランドスケープが再構築されるものと

考える。 

 

＜補足：生態系サービスの視点＞ 

農作物（供給サービス）は、米については概ね健全であるが、トウモロコシについては持続可能な農法

で行われておらず、早急に持続可能な手法に変える必要がある。 

魚介類（供給サービス）は、河川での捕獲とため池での養殖があるが、前者については森林伐採に伴う

河川の水量の低下、水質の悪化により捕獲量がすでに低下しており、水源涵養林の育成が必要である。 

淡水供給（供給サービス）の低下は、この地域で最も懸念される生態系サービスの务化である。これは、

飲料水だけでなく、農業や畜産を支える基盤にもなっていることからである。水資源の保持効果を担うべ

き森林の务化、喪失を伴う現在のトウモロコシ栽培は明らかに持続不可能な手法であり、早急に改善され

る必要がある。 

地力の調整（調整サービス）は、トウモロコシ栽培による表土流出で低下しつつあるサービスと考えられ

る。現在、NVSによる試みがなされているが、将来的にはアグロフォレストリーを含む営林手法を用いた斜

面地の再森林化をしつつ、トウモロコシの単一栽培からの脱却を目指す必要がある。 

遺伝的多様性のための生息環境（基盤サービス）の务化については、現在の段階では得られている情
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報が十分ではないため判断出来ないが、NVS を含め、現在の段階で相当数の外来生物が導入されてい

る可能性がある。農地の拡大に伴い地域の固有種や固有亜種等の遺伝的多様性が危機に瀕している可

能性も否定できない。研究者を巻き込んだ地域の生物多様性の把握調査によって、種目録（インベントリ）

の整備等が望まれる。 

 

5-3 総論 

本中間モニタリングにより、Don Khan 村では以下のことを確認した。 

 

（1）プロジェクト実施者、村人（老若男女問わず）、関係各機関の参加と協働 

（2）現状以上の森林伐採をせず化学肥料を用いない環境容量内での農作物の栽培 

（3）NVS の植物や稲わらを活用したサイレージの利用 

（4）水車の建設及び利用等、地域の伝統技術の価値と重要性の再認識 

（5）各活動が村人の自発的な意思により継続され、活動の効果として経済へ貢献する可能性 

 

これらは、SATOYAMA イニシアティブに示された5 つの視点に整合するものであり、本プロジェクトが

目指す SATO ビレッジ構想展開計画の実現に向けた取り組みがなされていることを示すものである。 

 

SATOYAMA イニシアティブに示された5 つの視点 

(ア) 多様な主体の参加と協働 

(イ) 環境容量の範囲内での利用 

(ウ) 自然資源の循環利用 

(エ) 地域の伝統・文化の価値や重要性の認識 

(オ) 社会経済への貢献 

 

 

また、今回のプロジェクトにおけるこれまでのプロジェクトマネージャーによる投入は最小限であったに

もかかわらず、地元の行政機関関係者の協力を仰ぎ、その協力が上手く機能した。そのことが、すべての

活動に一定の効果をもたらすことに結びついた。今回の様に新しい技術の投入の際には、リスクを踏まえ

つつも、地元にある材料と技術、共同で管理し村人同士が貢献しあうコミュニティーの特色などを最大限

に利用しながら、実証と検証を通してネガティブな要素を実践的に排除した段階的導入アプローチは有

効であったと思われる。また、このような地元の行政機関と大学との官学連携は、PLAプロジェクトがより効

果的に実施され、同時に双方に間接的あるいは副次的な影響をもたらし始めているところ、当該地域の

行政機関の予算や各種リソース等の制約に向き合い、今後も、引き続き、このような連携による事業実施

が期待される。 
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5-4 本プロジェクトに対する今後の提言 

NVS、ワクチン接種、水車、サイレージの各々の提言は前述のとおりである。ここでは、それら提案を踏

まえ、今後の方針等に関する全体的な提言を記す。 

 

5-4-1 本プロジェクトの最終評価の視点 

(1) 中間モニタリング時での各活動に対する提言との対比 

本報告書において、NVS、ワクチン接種、水車、サイレージの各活動についての提言を記載した。終

了時評価時点においては、これらの提言と、最終評価時点との対比を行い、最終的な提言として取りまと

める必要がある。また、中間モニタリング時から、終了時評価時までの時間的な経過において、状況も変

化することが推測されることから、それら状況変化も踏まえた最終的な提言をまとめる必要がある。 

また、評価5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）及び SATOYAMA イニシアティ

ブの視点に立った評価を試みることも、より適切な評価の観点から有効であると思われる。 

 

(2) Don Khan 村の経済状況の定量的把握 

経済状況の定量的把握とは例えば、どういった農作物が年間どの程度の収穫量であるのか、また、各

家屋の現金収入の項目や支出の内訳、家畜の保有数といった村の経済状況を把握するための調査が

必要とされる。これは、トウモロコシの作付けによる収入がどの程度の村の生活基盤を支えているのかを

推量するデータとして、また、ワクチン接種の購入代金がどの程度の村人の負担となるのか、乾季の灌漑

を可能にする水車の導入により、乾季にはどの程度の収入確保が見込まれるのかの予測値の把握に使

用することができる。これらデータの活用により、より具体的な提言（数量的な効果の記載等）を行うことが

できる。 

農作物の収穫量の把握とその記録は、現在、収穫量が著しく減っているトウモロコシの収穫量の推移

を記録することにより、村人内でのその実状を単なる言葉での情報共有ではなく、定量的可視的に把握

することができる。また、その記録は、行政機関においても、今後の全体的な農業施策にかかる方針を検

討する上での、貴重なデータ源となる。 

 

(3) 村人の意識レベルの把握 

本プロジェクトの実施を通して、村人の意識レベルがどのように変化したのかを捉えることにより、本プロ

ジェクトのPLA 手法がどの程度、村人の意識に影響を与えたのか、また、本プロジェクト終了後に、村人

の外に位置する関係者（例えば、行政機関等）によるどのような関与が最適か、または望まれるのかを把

握することが可能と思われる。意識レベルの変化を、村人のどのグループを対象とし、また、どのような質

問を用いて調査を実施するかは、終了時評価を実施する前に十分な検討が必要である。 

 

5-4-2 本プロジェクトの終了後の方策検討について 

本プロジェクトの終了時点が最終的な成果の達成される時点ではない。PLA は継続的な手法であり、

例えば、水車であれば、現在水車が村人により製作され、今後、水車を活用した乾季の灌漑が実施され

る予定であり、その過程において、例えば栽培する野菜の種類は何にするか、村人の誰が灌漑される農

地の権利を持つことができるのか、どの程度の水量が栽培に必要なのか等はPLA に基づき、村人たちを
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主体として判断、実施されていくことが期待される。一方、例えばNVS 導入が必ずしも成果に直結する活

動ではなく、また、NVS を含め、新たな活動には新たな対応の必要性や課題が伴うことは前述の提言に

述べたとおりである。PLA の主役は村人であるが、知識や情報の不足により、たとえ実施する能力を備え

ていても、住民自身のみでは解決や判断できない問題は非常に多い。これは、本プロジェクトにおいて、

外部からの刺激（NVS、水車、ワクチン、サイレージ）が基となり村人がそれに作用して、現在のプロジェク

トが進行していることからも明らかである。 

以上を踏まえ、本プロジェクト終了後も、トウモロコシ畑の課題や水車の活用方法などに対してPLA を

実践する村人への、意見やアイディア等を検討可能な外部の投入（刺激）が必要と考えられる。これは既

存の行政機能により実施されることが望ましいが、予算や職員数に関するリソースの制約上、容易ではな

いことも予想される。具体的な方策としては、例えば、OECC が行政機関を通して、学術機関等との連携

を継続的に支援しながら、Don Khan 村の PLA に関わっていくことなどが考えられる。そのためには、適切

な形態のインパクトインベストメントが必要となるが、この投入に対して得られる効果が非常に大きいことが

本プロジェクトを通して示唆されており、また、投入費用も決して高額ではないと予測される。したがって、

本プロジェクト終了後も、管学連携を基調とする本プロジェクトの形態を基にするPLA が有益ではないか

と考えられるが、その方策については終了時評価時に十分に検討される必要がある。 

最後に、本プロジェクトの取り組みをメインストリーミング化していくために、日本政府と連携をとりつつ、

他国への SATO ビレッジ構想に基づく方策等の展開を図ることが望まれる。 

 


